
 
様 式 第 ２ 号 （ 次 世 代 則 第 一 条 及 び 第 二 条   

並 び に 女 活 省 令 第 一 条 及 び 第 五 条 関 係 ）  （ 第 一 面 ）                 （ A 4）  

一 般 事 業 主 行 動 計 画 策 定 ・ 変 更 届  

届 出 年 月 日   令 和  ８ 年  ４ 月  １ 日  

  都 道 府 県 労 働 局 長  殿  
（ ふ り が な ）  し ゃ か い ふ く し ほ う じ ん こ う じ ゅ か い  

                             一 般 事 業 主 の 氏 名 又 は 名 称   社 会 福 祉 法 人 幸 寿 会  

（ ふ り が な ）  り じ ち ょ う  さ か ぐ ち  の ぼ る  

                           （ 法 人 の 場 合 ） 代 表 者 の 氏 名    理 事 長  坂 口  昇                   

主 た る 事 業   介護事業 

住 所 〒 520-2152  

         大津市月輪 1 丁目 12 番 8 号 

電 話 番 号  077-545-0434  

  一 般 事 業 主 行 動 計 画 を （ 策 定 ・ 変 更 ） し た の で 、 次 世 代 育 成 支 援 対 策 推 進 法 第 12 条 第 １ 項

又 は 第 ５ 項 及 び 女 性 の 職 業 生 活 に お け る 活 躍 の 推 進 に 関 す る 法 律 第 ８ 条 第 １ 項 又 は 第 ７ 項 の

規 定 に 基 づ き 、 下 記 の と お り 届 け 出 ま す 。  

記  

１ ． 常 時 雇 用 す る 労 働 者 の 数         ２ ３ １  人 （ う ち 有 期 雇 用 労 働 者  １ ０ ９  人 ）  
男 性 労 働 者 の 数          ８ ７  人  
女 性 労 働 者 の 数         １ ４ ４  人  

２ ． 一 般 事 業 主 行 動 計 画 を （ 策 定 ・ 変 更 ） し た 日            令 和   ８ 年  ３ 月 ２ ６ 日  

３ ． 変 更 し た 場 合 の 変 更 内 容  
①  一 般 事 業 主 行 動 計 画 の 計 画 期 間  
②  目 標 又 は 次 世 代 育 成 支 援 対 策・ 女 性 活 躍 推 進 対 策 の 内 容（ 既 に 都 道 府 県 労 働 局 長 に 届 け  

出 た 一 般 事 業 主 行 動 計 画 策 定 ・ 変 更 届 の 事 項 に 変 更 を 及 ぼ す よ う な 場 合 に 限 る 。 ）  
③  そ の 他  

４ ． 一 般 事 業 主 行 動 計 画 の 計 画 期 間      令 和  ８ 年  ４ 月 １ 日  ～  令 和 ９ 年 ３ 月 ３ １ 日  

５ ． 規 定 整 備 の 状 況  
  ①  有 期 雇 用 労 働 者 も 対 象 に 含 め た 育 児 休 業 制 度      （ 有 ・ 無 ）  
  ②  有 期 雇 用 労 働 者 も 対 象 に 含 め た そ の 他 の 両 立 支 援 制 度  （ 有 ・ 無 ）  

６ ． 一 般 事 業 主 行 動 計 画 を 外 部 へ 公 表 し た 日 又 は 公 表 予 定 日      令 和 ８ 年 ４ 月 １ 日  

７ ． 一 般 事 業 主 行 動 計 画 の 外 部 へ の 公 表 方 法  
①  イ ン タ ー ネ ッ ト の 利 用（ 女 性 活 躍・ 両 立 支 援 総 合 サ イ ト （ 両 立 支 援 の ひ ろ ば 、 女 性 の 活

躍 推 進 企 業 デ ー タ ベ ー ス ） ／ 自 社 の ホ ー ム ペ ー ジ ／ そ の 他 （       ） ）  
②  そ の 他 の 公 表 方 法 （                              ）  

８ ． 一 般 事 業 主 行 動 計 画 の 労 働 者 へ の 周 知 の 方 法  

①  事業所内の 見やすい 場所への 掲示又は 備付け  ② 書面の 交付 ③ 電子メ ールの 送信  

  ④  そ の 他 の 周 知 方 法 （                              ）  

９ ． 一般事業主行動計画を 定める 際に把握し た 職業生活と 家庭生活と の両立に関する 状況の分析の概況 
  ①  育 児 休 業 等 の 取 得 の 状 況 に 関 す る 状 況 把 握 ・ 分 析 の 実 施   （   済   ）  
  ②  労 働 時 間 の 状 況 に 関 す る 状 況 把 握 ・ 分 析 の 実 施       （   済   ）  

10． 達 成 し よ う と す る 目 標 の 内 容 （ 数 値 目 標 で 代 表 的 な も の の み を 記 載 。 ）  
  ①  育 児 休 業 等 の 取 得 の 状 況 に 関 す る 目 標 の 内 容  
  （  計 画 期 間 に お け る 男 性 の 平 均 育 児 休 業 取 得 率 を ７ ０ ％ 以 上 と す る 。         ）  
  ②  労 働 時 間 の 状 況 に 関 す る 目 標 の 内 容  
  （  フ ル タ イ ム 労 働 者 一 人 当 た り の 各 月 ご と の 法 定 時 間 外 労 働 及 び 法 定 休 日 労 働 の 合 計 時 間

数 を ３ 時 間 未 満 と す る 。 ）  

11． 女 性 の 職 業 生 活 に お け る 活 躍 に 関 す る 情 報 の 公 表 の 方 法  
①  イ ン タ ー ネ ッ ト の 利 用（ 女 性 の 活 躍 推 進 企 業 デ ー タ ベ ー ス ／ 自 社 の ホ ー ム ペ ー ジ ／ そ の

他（       ） ） ②  そ の 他 の 公 表 方 法（                    ）  
12． 次 世 代 育 成 支 援 対 策 推 進 法 第 13 条 に 基 づ く 認 定 （ ト ラ イ く る み ん 認 定 ・ く る み ん 認 定 ） の

申 請 を す る 予 定                          （ 有 ・ 無 ・ 未 定 ）  

13． 次 世 代 育 成 支 援 対 策 推 進 法 第 15 条 の ２ に 基 づ く 特 例 認 定 （ プ ラ チ ナ く る み ん 認 定 ） の    
申 請 を す る 予 定                          （ 有 ・ 無 ・ 未 定 ）  

次世代法・ 女性活躍推進法 一体型 

様式１  



様 式 第 ２ 号 （ 次 世 代 則 第 一 条 の 二 及 び 第 二 条 関 係 ） （ 第 二 面 ・ 第 三 面 ）  

     （ 女 活 省 令 第 一 条 及 び 第 五 条 関 係 ）  （ 第 四 面 か ら 第 五 面 ）  

 14． 次 世 代 育 成 支 援 対 策 の 内 容  

行 動 計 画 策 定 

指 針 の 事 項 
次 世 代 育 成 支 援 対 策 の 内 容 と し て 定 め た 事 項 
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ア 妊 娠 中 や 出 産 後 の 女 性 労 働 者 の 健 康 の 確 保 に 係 る 制 度 の 労 働 者 に 対 す る 周 知 や 情 報

提 供 及 び 相 談 体 制 の 整 備 、 配 偶 者 が 流 産 ・ 死 産（ 人 工 妊 娠 中 絶 を 含 む 。） し た 労 働 者

が 休 暇 を 取 得 し や す い 環 境 の 整 備 等 の 実 施  

イ  男性の 子育て 目的の 休暇の 取得促進  

ウ 小学校第四学年以降の こ ど も や孫の 子育て の た め の 休暇制度の 導入  

エ 育児・ 介護休業法の 育児休業制度を 上回る 期間、 回数等の 休業制度の 実施  

オ 育児休業制度や短時間勤務制度を 利用し やすく 、 育児休業後に 職場復帰し やすい 環境の 整備

と し て 次の い ずれ か 一つ以上 の 措 置 の 実 施  

（  ア ）  男性の育児休業取得を 促進する た めの措置の実施 

（  イ ）  育児休業に 関する 規定の 整備、 労働者の 育児休業中に おけ る 待遇及び育児休業後の

労働条件に 関する 事項に つ い て の 周 知  

（  ウ ）  育児休業期間中や短時間勤務制度利用中の代替要員の確保や業務内容、 業務体制の見直

し 等 

（  エ ）  育児休業を し て いる 労働者の職業能力の開発及び向上のた めの情報提供 

（  オ ）  育児休業後に おけ る 原職又は 原職相当職への 復帰の た め の 業務内容や業務体 制 の

見 直 し  

カ 育 児 休 業 等 を 取 得 し 、 又 は 子 育 て を 行 う 労 働 者 が 就 業 を 継 続 し 、 活 躍 で き る よ う に す

る た め の 、 次 の い ず れ か 一 つ 以 上 の 取 組 の 実 施  

（  ア ）  女 性 労 働 者 に 向 け た 取 組  

①  若 手 の 女 性 労 働 者 を 対 象 と し た 、出 産 及 び 子 育 て を 経 験 し て 働 き 続 け る キ ャ リ

ア イ メ ー ジ の 形 成 を 支 援 す る た め の 研 修  

②  社 内 の ロ ー ル モ デ ル と 女 性 労 働 者 を マ ッ チ ン グ さ せ 、当 該 労 働 者 が 働 き 続 け て

い く 上 で の 悩 み や 心 配 事 に つ い て 相 談 に 乗 り 助 言 す る メ ン タ ー と し て 継 続 的

に 支 援 さ せ る 取 組  

③  従 来 、主 と し て 男 性 労 働 者 が 従 事 し て き た 職 務 に 新 た に 女 性 労 働 者 を 積 極 的 に

配 置 す る た め の 検 証 や 女 性 労 働 者 に 対 す る 研 修 等 職 域 拡 大 に 関 す る 取 組  

④  管 理 職 の 手 前 の 職 階 に あ る 女 性 労 働 者 に 対 す る 研 修 等 職 域 拡 大 に 関 す る 取 組  

（ イ ） 子 育 て 中 の 労 働 者 に 向 け た 取 組  

①  育 児 休 業 か ら の 復 職 後 又 は 子 育 て 中 の 労 働 者 を 対 象 と し た 能 力 の 向 上 の た め

の 取 組 又 は キ ャ リ ア 形 成 を 支 援 す る た め の カ ウ ン セ リ ン グ 等 の 取 組  

②  今 後 の キ ャ リ ア 形 成 の 希 望 に 応 じ た 両 立 支 援 制 度 の 利 用 や 配 偶 者 と の 家 事 分

担 等 の 検 討 を 促 す た め の キ ャ リ ア 研 修 の 実 施  

（  ウ ）  管 理 職 に 向 け た 取 組 等  

①  企 業 ト ッ プ 等 に よ る 仕 事 と 子 育 て の 両 立 の 推 進 及 び 子 育 て 中 の 能 力 発 揮 に 向

け た 職 場 風 土 の 改 革 に 関 す る 研 修 等 の 取 組  

②  女 性 労 働 者 の 育 成 に 関 す る 管 理 職 研 修 等 の 取 組  

③  働 き 続 け な が ら 子 育 て を 行 う 労 働 者 の キ ャ リ ア 形 成 の た め に 必 要 な 業 務 体 制

及 び 働 き 方 の 見 直 し 等 に 関 す る 管 理 職 研 修  

④  育 児 休 業 制 度 や 短 時 間 勤 務 制 度 等 を 利 用 し て も 中 長 期 的 に 処 遇 上 の 差 を 取 り

戻 す こ と が 可 能 と な る よ う な 昇 進 基 準 及 び 人 事 評 価 制 度 の 見 直 し に 向 け た 取

組  

⑤  育 児 休 業 や 短 時 間 勤 務 制 度 等 の 制 度 利 用 者 の キ ャ リ ア 形 成・ 能 力 開 発 を 行 っ て

い く 必 要 が あ る こ と や 、円 滑 な 制 度 利 用 の た め に 業 務 を 代 替 す る 周 囲 の 労 働 者

の 業 務 見 直 し や 評 価 へ の 配 慮 が 求 め ら れ る こ と に つ い て の 管 理 職 向 け の 情 報

提 供 や 研 修 の 実 施  

（ エ ）  そ の 他 環 境 の 整 備  

     各 企 業 に お け る 次 世 代 育 成 支 援 対 策 の 推 進 体 制 の 整 備 を 図 る 方 策 と し て 、

企 業 ト ッ プ に よ る 仕 事 と 子 育 て の 両 立 支 援 の 推 進 が 重 要 で あ る と い う 考 え

方 を 明 確 に し た 強 い メ ッ セ ー ジ の 発 信  



キ こ ど も を 育 て る 労 働 者 が 利 用 で き る 次 の い ず れ か 一 つ 以 上 の 措 置 の 実 施  

（  ア ）  小学校就学後の こ ど も を 養育する 労働者に 対する 所定外労働の 制限  

（  イ ）  小学校就学後の こ ど も を 養育する 労働者に 対する 短時間勤務制度  

（  ウ ）  フ レ ッ ク ス タ イ ム 制  

（  エ ）  始業・ 終業時刻の 繰上げ 又は 繰下げの 制度  

（ オ ）  在宅勤務等  

ク  こ ど も を 育て る 労働者が 利用で き る 事業所内保育施設の 設置及び運営  

ケ こ ど も を 育て る 労働者が 子育て の た め の サ ービ ス を 利用する 際に 要す る 費 用 の 援 助 の 措 置

の 実 施  

コ  労 働 者 が こ ど も の 看 護 等 の た め の 休 暇 に つ い て 、 始 業 の 時 刻 か ら 連 続 せ ず 、 か つ 、 終

業 の 時 刻 ま で 連 続 し な い 時 間 単 位 で の 取 得 を 認 め る 等 よ り 利 用 し や す い 制 度 の 導 入  

サ 希 望 す る 労 働 者 に 対 す る 職 務 や 勤 務 地 等 の 限 定 制 度 の 実 施  

シ 子 育 て の た め に 必 要 な 時 間 帯 や 勤 務 地 に 関 す る 配 慮  

ス  子 の 心 身 の 状 況 や 労 働 者 の 家 庭 の 状 況 に よ り 職 業 生 活 と 家 庭 生 活 と の 両 立 に 支 障 と

な る 事 情 に 配 慮 し た 措 置 の 実 施  

セ 子 育 て を 行 う 労 働 者 の 社 宅 へ の 入 居 に 関 す る 配 慮 、 子 育 て の た め に 必 要 な 費 用 の 貸

付 け の 実 施 な ど 子 育 て を し な が ら 働 く 労 働 者 に 配 慮 し た 措 置 の 実 施  

ソ  不妊治療を 受け る 労働者に 配慮し た 措置の 実施  

タ  育 児 ・ 介 護 休 業 法 に 基 づ く 育 児 休 業 等 、 雇 用 保 険 法 に 基 づ く 育 児 休 業 給 付 、 労 働 基

準 法 に 基 づ く 産 前 産 後 休 業 な ど 諸 制 度 の 周 知  

チ 出 産 や 子 育 て に よ る 退 職 者 に つ い て の 再 雇 用 制 度 の 実 施  

そ
の
他 

（ 概要を 記載する こ と ）  
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ア 時間外・ 休日労働の 削減の た め の 措置の 実施  

イ  年次有給休暇の 取得の 促進の た め の 措置の 実施  

ウ 短時間正社員等の 多様な 正社員制度の 導入・ 定着  

エ 職場優先の 意識や固定的な 性別役割分担意識の 是正の た め の 情報提供・ 研修の 実施  

オ 
子を 養育 す る 労 働者 や 育 児休 業中の 労 働 者 の 業 務を 代 替 する 労働 者 に 対す る 心 身の 健 康へ

の 配慮  

そ
の
他 

（ 概要を 記載する こ と ）  
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(１ )  託 児 室 ・ 授 乳 コ ー ナ ー や 乳 幼 児 と 一 緒 に 利 用 で き る ト イ レ の 設 置 等 の 整 備 や 商 店 街

の 空 き 店 舗 等 を 活 用 し た 託 児 施 設 等 各 種 の 子 育 て 支 援 サ ー ビ ス の 場 の 提 供  

(２ )  地 域 に お い て こ ど も の 健 全 な 育 成 の た め の 活 動 等 を 行 う Ｎ Ｐ Ｏ 等 へ の 労 働 者 の 参 加

を 支 援 す る な ど 、 こ ど も ・ 子 育 て に 関 す る 地 域 貢 献 活 動 の 実 施  

(３ )  こ ど も が 保 護 者 で あ る 労 働 者 の 働 い て い る と こ ろ を 実 際 に 見 る こ と が で き る 「 こ ど

も 参 観 日 」 の 実 施  

(４ )  労 働 者 が こ ど も と の 交 流 の 時 間 を 確 保 し 、 家 庭 の 教 育 力 の 向 上 を 図 る た め 、 企 業 内

に お い て 家 庭 教 育 講 座 等 を 地 域 の 教 育 委 員 会 等 と 連 携 し て 開 設 す る 等 の 取 組 の 実 施  

(５ )  若 年 者 に 対 す る イ ン タ ー ン シ ッ プ 等 の 就 業 体 験 機 会 の 提 供 、 ト ラ イ ア ル 雇 用 等 を 通 じ

た 雇 入 れ 、 適 正 な 募 集 ・ 採 用 機 会 の 確 保 そ の 他 の 雇 用 管 理 の 改 善 又 は 職 業 訓 練 の 推 進  

そ
の
他 

（ 概要を 記載する こ と ）  



15． 一般事業主行動計画を 定め る 際に 把握し た 女性の職業生活に おけ る 活躍に関する 状況の 分析の概況 

 （ １ ） 基 礎 項 目 の 状 況 把 握 ・ 分 析 の 実 施   （   済   ）  

（ ２ ） 選 択 項 目 の 状 況 把 握 ・ 分 析 の 実 施 （ 把 握 し た 場 合 、 そ の 代 表 的 な も の の み を 記 載 ）  

（                                                                     ）  

（ ３ ） 男 女 の 賃 金 の 差 異 の 状 況 把 握 の 実 施  （   済   ）  

    （ 事 業 年 度 ： 令 和 ７ 年 ４ 月 １ 日  ～  令 和 ８ 年 ３ 月 ３ １ 日 ）  

16．達 成 し よ う と す る 目 標 及 び 取 組 の 内 容 の 概 況（ 一 般 事 業 主 行 動 計 画 を 添 付 す る 場 合 は 記 載 省 略 可 ） 

（ １ ） 達 成 し よ う と す る 目 標 の 内 容（ 常 時 雇 用 す る 労 働 者 数 301 人 以 上 の 事 業 主 は 、 分 類 に つ い て

次 頁 の 表 の 左 欄 の 数 字 を 記 載 。 数 値 目 標 で 代 表 的 な も の の み を 記 載 。 ）  

  ( ⅰ ) １ つ 目 の 達 成 し よ う と す る 目 標 の 内 容  

 

  役職者（ 副主任以上） に 占め る 女性職員の 割合を ３ ０ ％以上と する 。  

 

 

( ⅱ ) ２ つ 目 の 達 成 し よ う と す る 目 標 の 内 容 （ 常 時 雇 用 す る 労 働 者 数 301 以 上 の 事 業 主 は 必 ず 記 載 ）  

 

  

 

 

表  

分類  

 

分類  

 

達成し よ う と す

る 目標に 関する

事項（ 分類）  

達成し よ う と する 目標に 関連する 項目 

① 女性労働者に

対する 職業生活

に 関する 機会の

提供 

・ 採用し た 労働者に 占め る 女性労働者の 割合( 区)  

・ 男女別の 採用に おけ る 競争倍率( 区)  

・ 労働者に 占め る 女性労働者の 割合( 区) ( 派)  

・ 男女別の 配置の 状況( 区)  

・ 男女別の 将来の 育成を 目的と し た 教育訓練の 受講の 状況( 区)  

・ 管理職及び男女の 労働者の 配置・ 育成・ 評価・ 昇進・ 性別役割分担意識そ の 他の 職

場風土等に 関する 意識( 区) ( 派： 性別役割分担意識な ど 職場風土等に 関する 意識）  

・ 管理職に 占め る 女性労働者の 割合 

・ 各職階の 労働者に 占め る 女性労働者の 割合及び役員に 占め る 女性の 割合 

・ 男女別の １ つ上位の 職階へ昇進し た 労働者の 割合 

・ 男女の 人事評価の 結果に おけ る 差異（ 区）  

・ セ ク シ ュ ア ルハ ラ ス メ ン ト 等に 関する 各種相談窓口への 相談状況( 区) ( 派)  

・ 男女別の 職種又は 雇用形態の 転換の 実績（ 区） （ 派： 雇入れ の 実績）  

・ 男女別の 再雇用又は 中途採用の 実績（ 区）  

・ 男女別の 職種若し く は 雇用形態の 転換者、 再雇用者又は 中途採用者を 管理職へ登用

し た 実績 

・ 非正社員の 男女別の キ ャ リ ア ア ッ プ に 向け た 研修の 受講の 状況（ 区）  

・ 男女の 賃金の 差異（ 区）  

②職業生活と 家

庭生活と の 両立

に 資する 雇用環

境の 整備 

・ 男女の 平均継続勤務年数の 差異（ 区）  

・ 10 事業年度前及びそ の 前後の 事業年度に 採用さ れた 労働者の 男女別の 継続雇用 

割合（ 区）  

・ 男女別の 育児休業取得率及び平均取得期間（ 区）  

・ 男女別の 職業生活と 家庭生活と の 両立を 支援する た め の 制度（ 育児休業を 除く 。 ）

の 利用実績（ 区）  

・ 男女別の フ レ ッ ク ス タ イ ム 制、 在宅勤務、 テ レ ワ ーク 等の 柔軟な 働き 方に 資する 制

度の 利用実績 

・ 労働者の 各月ご と の 平均残業時間数等の 労働時間（ 健康管理時間） の 状況 

・ 労働者の 各月ご と の 平均残業時間数等の 労働時間（ 健康管理時間） の 状況( 区) ( 派)  

・ 有給休暇取得率（ 区）  



 

（ ２ ） 女性の 活躍推進に 関する 取組の 内容の 概況  

 

達成し よ う と する 目標に  

関する 事項（ 分類）  
女性の 活躍推進に 関する 取組の 内容と し て 定め た 事項（ 例示）  

採用に 関する 事項 

ア  採用選考基準や、 そ の 運用の 見直し  

イ  女性が活躍でき る 職場であ る こ と について の求職者に向け た 積極的広報 

ウ  一般職等の 職務範囲の 拡大・ 昇進の 上限の 見直し ・ 処遇改善 

エ  一般職等か ら 総合職等への 転換制度の 積極的な 運用 

オ  育児・ 介護・ 配偶者の転勤等を 理由と する 退職者に対する 再雇用の実施 

カ  そ の 他 

（                            ）  

継続就業・ 職場風土に 関す

る 事項 

ア  職場と 家庭の 両方に おい て 男女が と も に 貢献で き る 職場風土づく り

に 向け た 意識啓発 

イ  上司を 通じ た 男性労働者の 働き 方の 見直し な ど 育児参画の 促進 

ウ  利用可能な 両立支援制度に 関する 労働者・ 管理職への 周知徹底 

エ  若手の 労働者を 対象と し た 仕事と 家庭の 両立を 前提と し た キ ャ リ ア

イ メ ージ 形成の た め の 研修・ 説明会等の 実施 

オ  育児休業か ら の 復職者を 部下に 持つ上司に 対する 適切な マ ネ ジ メ ン

ト ・ 育成等に 関する 研修等 

カ  短時間勤務制度・ フ レ ッ ク ス タ イ ム 制・ 在宅勤務・ テ レ ワ ーク 等に  

よ る 柔軟な 働き 方の 実現 

キ  そ の 他 

（                            ）  

長時間労働の 是正に 関する

事項 

ア  組織の ト ッ プ か ら の 長時間労働是正に 関する 強い メ ッ セ ージ の 発信  

イ  組織全体・ 部署ご と の 数値目標の 設定と 徹底的な フ ォ ロ ーア ッ プ  

ウ  時間当た り の 労働生産性を 重視し た 人事評価 

エ  管理職の 人事評価に おけ る 長時間労働是正・ 生産性向上に 関する 評価 

オ  労働者間の 助け 合い の 好事例発表・ 評価等に よ る 互い に 助け 合う 職場

風土の 醸成 

カ  チ ーム 内 の 業 務状 況 の 情 報共有 ／ 上 司 に よ る 業 務 の 優 先順 位 付 け や

業務分担の 見直し 等の マ ネ ジ メ ン ト の 徹底 

キ  そ の 他 

（                            ）  

配置・ 育成・ 教育訓練に 関

する 事項／評価・ 登用に 関す

る 事項 

ア  従来、 男性労働者中心で あ っ た 職場への 女性労働者の 配置拡大と 、 そ

れに よ る 多様な 職務経験の 付与 

イ  女性労働者の 積極的・ 公正な 育成・ 評価に 向け た 上司への ヒ ア リ ン グ  

ウ  若手に 対する 多様な ロ ール モ デル・ 多様な キ ャ リ ア パ ス 事例の 紹介／

ロ ー ル モ デ ル と な る 女 性 管 理 職と 女 性 労働 者 と の 交 流 機会 の 設 定 等

に よ る マ ッ チ ン グ  

エ  職 階等 に 応 じ た 女 性 同 士 の 交流 機 会 の 設 定 等 に よ る ネ ッ ト ワ ー ク 形

成支援 

オ  時間当た り の 労働生産性を 重視し た 人事評価に よ る 育児休業・ 短時間

勤務等の 利用に 公平な 評価の 実施 

カ  そ の 他 

（                            ）  

多様な キ ャ リ ア コ ース に 関

する 事項 

ア  採用時の 雇用管理区分に と ら わ れな い 活躍に 向け た コ ース 別雇用管

理の 見直し （ コ ース 区分の 廃止・ 再編等）  

イ  一般職等の 職務範囲の 拡大・ 昇進の 上限の 見直し ・ 処遇改善 

ウ  非正社員か ら 正社員（ ※） への 転換制度の 積極的運用 

エ  育児・ 介護・ 配偶者の転勤等を 理由と する 退職者に対する 再雇用の実施 

オ  そ の 他 

（                            ）  

一般事業主行動計画の 担当部局名   法 人 本 部  

（ ふ り が な ）  
担当者の 氏名  

や す だ  じ ゅ ん じ  

 安 田  潤 二  



（ 第 六 面 ）  

（ 記 載 要 領 ）  
  １ ． 「 届 出 年 月 日 」 欄 は 、 都 道 府 県 労 働 局 長 に 「 一 般 事 業 主 行 動 計 画 策 定 ・ 変 更 届 」 （ 以 下 「 届 出 書 」

と い う 。 ） を 提 出 す る 年 月 日 を 記 載 す る こ と 。  

  ２ ． 「 一 般 事 業 主 の 氏 名 又 は 名 称 、 代 表 者 の 氏 名 、 主 た る 事 業 、 住 所 及 び 電 話 番 号 」 欄 は 、 申 請 を 行 う

一 般 事 業 主 の 氏 名 又 は 名 称 、 主 た る 事 業 、 住 所 及 び 電 話 番 号 を 記 載 す る こ と 。 一 般 事 業 主 が 法 人 の

場 合 に あ っ て は 、 法 人 の 名 称 、 代 表 者 の 氏 名 、 主 た る 事 業 、 主 た る 事 務 所 の 所 在 地 及 び 電 話 番 号 を

記 載 す る こ と 。 電 話 番 号 に つ い て は 、 主 た る 事 務 所 の 電 話 番 号 を 記 載 す る こ と 。  

  ３ ． 「 一 般 事 業 主 行 動 計 画 を （ 策 定 ・ 変 更 ） 」 欄 は 、 該 当 す る 文 字 を ○ で 囲 む こ と 。  

４ ． 「 １ ． 常 時 雇 用 す る 労 働 者 の 数 」 欄 は 届 出 書 を 提 出 す る 日 又 は 提 出 す る 日 前 の １ か 月 以 内 の い ず れ

か の 日 に お い て 常 時 雇 用 す る 労 働 者 の 数 、 う ち 有 期 雇 用 労 働 者 の 数 及 び 男 女 別 労 働 者 の 数 を 記 載 す

る こ と 。  

５ ． 「 ２ ． 一 般 事 業 主 行 動 計 画 を （ 策 定 ・ 変 更 ） し た 日 」 欄 は 、 該 当 す る 文 字 を ○ で 囲 む と と も に 、 策

定 又 は 変 更 し た 日 を 記 載 す る こ と 。  

６ ． 「 ３ ． 変 更 し た 場 合 の 変 更 内 容 」 欄 は 、 該 当 す る も の の 番 号 を ○ で 囲 む こ と 。  

７ ． 「 ４ ． 一 般 事 業 主 行 動 計 画 の 計 画 期 間 」 欄 は 、 策 定 し た 一 般 事 業 主 行 動 計 画 の 計 画 期 間 の 初 日 及 び

末 日 の 年 月 日 を 記 載 す る こ と 。  

８ ． 「 ５ ． 規 定 整 備 の 状 況 」 欄 は 、 該 当 す る 文 字 を ○ で 囲 む こ と 。  

９ ． 「 ６ ． 一 般 事 業 主 行 動 計 画 を 外 部 へ 公 表 し た 日 又 は 公 表 予 定 日 」 欄 は 、 策 定 し た 一 般 事 業 主 行 動 計

画 を 「 両 立 支 援 の ひ ろ ば 」 等 に 公 表 し た 年 月 日 又 は 公 表 を 予 定 し て い る 年 月 日 を 記 載 す る こ と 。  

10． 「 ７ ． 一 般 事 業 主 行 動 計 画 の 外 部 へ の 公 表 方 法 」 及 び 「 11. 女 性 の 職 業 生 活 に お け る 活 躍 に 関 す る

情 報 の 公 表 の 方 法 」 欄 は 、 該 当 す る も の の 番 号 を ○ で 囲 み 、 ① を ○ で 囲 ん だ 場 合 は 、 括 弧 内 の 具 体

的 方 法 を ○ で 囲 む か 、 記 載 す る こ と 。 ② を ○ で 囲 ん だ 場 合 は 、 ① 以 外 の 公 表 の 方 法 を 記 載 す る こ と 。

な お 、 当 該 欄 に つ い て は 、 公 表 が 義 務 で あ る 事 業 主 に つ い て は 、 必 ず 記 載 す る こ と 。 ま た 、 努 力 義

務 で あ る 事 業 主 に つ い て は 、 公 表 を 行 っ て い る 場 合 に 記 載 す る こ と 。  

 11． 「 ８ ． 一 般 事 業 主 行 動 計 画 の 労 働 者 へ の 周 知 の 方 法 」 欄 は 、 該 当 す る も の の 番 号 を ○ で 囲 み 、 ④ を

○ で 囲 ん だ 場 合 は 、 ① か ら ③ 以 外 の 周 知 の 方 法 を 記 載 す る こ と 。 な お 、 当 該 欄 に つ い て は 、 周 知 が

義 務 で あ る 事 業 主 に つ い て は 、 必 ず 記 載 す る こ と 。 ま た 、 努 力 義 務 で あ る 事 業 主 に つ い て は 、 周 知

を 行 っ て い る 場 合 に 記 載 す る こ と 。  

 12 .  「 ９ ． 一 般 事 業 主 行 動 計 画 を 定 め る 際 に 把 握 し た 職 業 生 活 と 家 庭 生 活 と の 両 立 に 関 す る 状 況 の 分 析

の 概 況 」 欄 は 、 ① に つ い て は 、 次 世 代 育 成 支 援 対 策 推 進 法 施 行 規 則 第 １ 条 の ２ 第 １ 項 第 １ 号 の 事 項

に つ い て 把 握 ・ 分 析 を 実 施 し た 場 合 は 、 （ 済 ） を ○ で 囲 み 、 ② に つ い て は 、 次 世 代 育 成 支 援 対 策 推

進 法 施 行 規 則 第 １ 条 の ２ 第 １ 項 第 ２ 号 の 事 項 に つ い て 把 握 ・ 分 析 を 実 施 し た 場 合 は 、 （ 済 ） を ○ で

囲 む こ と 。  

 13 .  「 10. 達 成 し よ う と す る 目 標 の 内 容 」 欄 は 、 一 般 事 業 主 行 動 計 画 に 定 め た 達 成 し よ う と す る 目 標（ 数

値 目 標 で 代 表 的 な も の ） の 内 容 に つ い て 記 載 す る こ と 。 な お 、 届 出 書 と と も に 一 般 事 業 主 行 動 計 画

を 添 付 す る 場 合 は 、 10 欄 の 記 載 は 省 略 す る こ と が で き る こ と 。  

 14． 「 12． 次 世 代 育 成 支 援 対 策 推 進 法 第 13 条 に 基 づ く 認 定 （ ト ラ イ く る み ん 認 定 ・ く る み ん 認 定 ） の

申 請 を す る 予 定 」 欄 は 、 該 当 す る 文 字 を ○ で 囲 む こ と 。  

15． 「 13． 次 世 代 育 成 支 援 対 策 推 進 法 第 15 条 の ２ に 基 づ く 特 例 認 定 （ プ ラ チ ナ く る み ん 認 定 ） の 申 請

を す る 予 定 」 欄 は 、 該 当 す る 文 字 を ○ で 囲 む こ と 。  

16． 「 14． 次 世 代 育 成 支 援 対 策 の 内 容 」 欄 は 、 一 般 事 業 主 行 動 計 画 の 内 容 と し て 定 め た 事 項 に つ い て 、

行 動 計 画 策 定 指 針 （ 平 成 26 年 内 閣 府 、 国 家 公 安 委 員 会 、 文 部 科 学 省 、 厚 生 労 働 省 、 農 林 水 産 省 、

経 済 産 業 省 、 国 土 交 通 省 、 環 境 省 告 示 第 １ 号 ） に お い て 一 般 事 業 主 行 動 計 画 に 盛 り 込 む こ と が 望 ま

し い と さ れ て い る 事 項 を 定 め た 場 合 は 、 そ の 記 号 （ １ の （ １ ） の ア か ら チ 、 １ の （ ２ ） の ア か ら オ

又 は ２ の （ １ ） か ら （ ５ ） ） を ○ で 囲 み 、 そ の 他 の 項 目 を 定 め た 場 合 は １ の （ １ ） の 「 そ の 他 」 、

１ の （ ２ ） の 「 そ の 他 」 又 は ２ の 「 そ の 他 」 に そ の 概 要 を 記 載 す る こ と 。 変 更 届 の 場 合 は 、 変 更 後

の 一 般事 業主 行動 計 画 の 内 容と し て 定め ら れ て い る 項 目 の 全て に つ い て ○ で 囲 み 、 又 は 記 載 す る こ と 。  

17． 「 15． 一 般 事 業 主 行 動 計 画 を 定 め る 際 に 把 握 し た 女 性 の 職 業 生 活 に お け る 活 躍 に 関 す る 状 況 の 分 析

の 概 況 」 欄 は 、 （ １ ） に つ い て は 、 ① 採 用 し た 労 働 者 に 占 め る 女 性 労 働 者 の 割 合 、 ② 男 女 の 平 均 継

続 勤 務 年 数 の 差 異 、③ 労 働 者 一 人 当 た り の 各 月 ご と の 時 間 外 労 働 及 び 休 日 労 働 の 合 計 時 間 数 等 の 労

働 時 間 の 状 況 、 ④ 管 理 的 地 位 に あ る 労 働 者（ 管 理 職 ） に 占 め る 女 性 労 働 者 の 割 合 に つ い て 把 握 ・ 分

析 を 実 施 し た 場 合 は 、 （ 済 ） を ○ で 囲 み 、 （ ２ ） に つ い て は 、 把 握 ・ 分 析 を 実 施 し た 場 合 は 、 そ の

項 目 を 記 載 す る こ と （ 代 表 的 な も の の み を 記 載 ） 。 （ ３ ） に つ い て は 、 常 時 雇 用 す る 労 働 者 数

301 人 以 上 の 事 業 主 が 把 握 し た 場 合 又 は 常 時 雇 用 す る 労 働 者 数 300 人 以 下 の 事 業 主 が 選 択

項 目 と し て 把 握 し た 場 合 は 、 （ 済 ） を ○ で 囲 む こ と （ （ ２ ） に は 記 載 し な い ） 。 （ ３ ） に

つ い て は 、 常 時 雇 用 す る 労 働 者 数 301 人 以 上 の 事 業 主 が 把 握 し た 場 合 又 は 常 時 雇 用 す る 労 働 者 数

300 人 以 下 の 事 業 主 が 選 択 項 目 と し て 把 握 し た 場 合 は 、 （ 済 ） を ○ で 囲 む こ と （ （ ２ ） に は 記 載 し

な い ） 。 ま た 、 「 事 業 年 度 」 の 欄 に 男 女 の 賃 金 の 差 異 を 把 握 し た 事 業 年 度 を 記 載 す る こ と 。 た だ し 、

令 和 ５ 年 ９ 月 末 ま で の 間 、 常 時 雇 用 す る 労 働 者 数 301 人 以 上 の 事 業 主 に あ っ て は 、 男 女 の 賃 金 の 差



 

異 を 把 握 し て い な い 場 合 、 届 出 書 を 提 出 す る 年 月 日 が 属 す る 事 業 年 度 を 記 載 す る こ と 。  

18． 「 16． 達 成 し よ う と す る 目 標 及 び 取 組 の 内 容 の 概 況 」 欄 は 、 （ １ ） に つ い て は 、 一 般 事 業 主 行 動 計

画 に 定 め た 達 成 し よ う と す る 目 標（ 数 値 目 標 で 代 表 的 な も の ） の 内 容 に つ い て 記 載 す る こ と 。 ま た 、

常 時 雇 用 す る 労 働 者 数 301 人 以 上 の 事 業 主 に あ っ て は 、 （ ⅰ ） と （ ⅱ ） 両 方 記 載 し 、 当 該 目 標 の 分

類 に つ い て 表 中 の 該 当 す る 番 号 （ ① 又 は ② ） を 記 載 す る こ と 。 （ ２ ） に つ い て は 、 女 性 の 活 躍 の 推

進 に 関 す る 取 組 の 内 容 と し て 定 め た 事 項 に つ い て 例 示 さ れ た 事 項 に 該 当 す る 場 合 は 、そ れ ぞ れ 該 当

す る 記 号 （ ア か ら カ ） を ○ で 囲 み 、 そ の 他 の 項 目 を 定 め た 場 合 は 「 そ の 他 」 に そ の 概 要 を 記 載 す る

こ と 。  

  な お 、 届 出 書 と と も に 一 般 事 業 主 行 動 計 画 を 添 付 す る 場 合 は 、 16 欄 の 記 載 は 省 略 す る こ と が で

き る こ と 。  



次世代育成支援対策行動計画 

 

社員がその能力を発揮し 、 仕事と 生活の調和を図り 働き やすい雇用環境の整備を行う た

め、 次のよ う に行動計画を策定する 。  

 

１ ． 計画期間  令和 8 年 4 月 1 日～ 令和 9 年 3 月 3 1 日ま での 1 年間 

２ ． 内容 

   

 

 

 

 

＜対策＞ 

 ● 令和８ 年 4 月～  

〇制度に関する パンフレ ッ ト の作成・ 配布、 社内掲示などによ る 職員への周知。  

   〇対象と なる 男性職員に対し 、育児休業等の取得意思確認を行い、要望に沿った取得 

支援を行う 。  

 

 

 

 

 

 

 

＜対策＞ 

 ● 令和８ 年 4 月～  

〇業務の整理、課題の抽出、業務改善を目的と し た生産性向上委員会の定期開催と 具 

体的な取り 組みを継続し 、 かつ介護 ICT の適正な運用を行う 中、 介護職員の時間 

外労働時間の短縮化を図る 。  

 

育児休業等の取得の状況に関する 目標 

「 計画期間における 男性の平均育児休業取得率を ７ ０ ％以上と する 。 」  

 

労働時間の状況に関する 目標の内容 

「 フ ルタ イ ム 労働者一人当たり の各月ご と の法定時間外労働及び、  

法定休日労働の合計時間数を ３ 時間未満と する 。 」  

 



 

女性活躍推進法に基づく 行動計画 

 

 

 

職員が仕事と 子育てを両立さ せる こ と ができ 、また、よ り 一層女性が活躍でき る 雇用環境

の整備を行う ため、 次のよ う な行動計画を策定する 。  

 

１ ． 計画期間  令和 8 年 4 月 1 日～ 令和 9 年 3 月 3 1 日ま での１ 年間 

 

２ ． 内容 

 

 

 

 

＜対策＞ 

 ● 令和 8 年 4 月～ 人事考課制度における 面談シート の活用 

役職者等へのキャ リ ア志向を調査・ 分析 

            課題に対し てキャ リ ア研修等のプロ グラ ムを検討 

 

 ● 令和 8 年１ ０ 月～ 人事考課制度における 中間面談の実施 

キャ リ ア研修等を含む人事プロ ジェ ク ト を開始 

 

●  令和 9 年 2 月～ 人事考課制度における 役職登用の面談及び決定 

 

 

目標： 役職者（ 副主任以上） に占める 女性職員の割合を３ ０ ％以上と する 。  

 


